
  「御神船」とは、伊達藩
の時代、物資流通や大漁

祈願の海渡りに活躍した

船が称賛されて「御神船」と

呼ばれるようになりました。

Vol.
仙水グループ広報

仙台水産ホームページ www.sendaisuisan.co.jp

不許複製：禁無断転載・引用
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や
か
な
踊
り
を
披
露

し
、
大
勢
の
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。

 

本
ま
つ
り 

18
日
㈰

　
仙
台
水
産
の
山
鉾

は
宝
船
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
「
御
神
船
山

鉾
」
。
引
き
手
を
含

む
総
勢
１
３
０
人
の

大
隊
列
で
厳
か
に
巡

行
し
ま
し
た
。
社
員

扮
す
る
七
福
神
を
乗

せ
た
御
神
船
山
鉾
の

前
で
、
す
ず
め
踊
り

隊
が
軽
快
な
リ
ズ
ム

感

で
「
商

売

繁

盛
、

魚
が
う
ま
い
！
青
葉

ま
つ
り
だ
ワ
ッ
シ
ョ

イ
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
」

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の

　
杜
の
都
に
初
夏
を
告
げ
る

「
仙
台･

青
葉
ま
つ
り
」。
今
年

の
テ
ー
マ
は
「
広
が
る
、
伊
達

な
界
隈
」
。
西
公
園
を
メ
イ
ン

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
宵
ま
つ
り 

17
日
㈯

　
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
と

な
り
ま
し
た
が
、
ス
テ
ー
ジ

演
舞
や
定
禅
寺
通
の
宵
流
し

で
は
、
グ
ル
ー
プ
の
す
ず
め

踊
り
隊
の
28
人
が
笛
や
太
鼓

の
お
囃
子
（
は
や
し
）
隊
19
人

と
、
威
勢
の
良
い
か
け
声
に

合
わ
せ
て
躍
動
感
溢
れ
る
軽

「
さ
っ
さ
囃
子
」
で
市
場
の
活

気
そ
の
ま
ま
に
元
気
で
威
勢

よ
く
魚
食
を
ア
ピ
ー
ル
。
す

る
と
沿
道
の
観
客
か
ら
一
際

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
グ

ル
ー
プ
の
心
意
気
を
思
う
存

分
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
仙
台
水
産
の
本
田
社
長
は

「
祭
り
へ
の
参
加
は
、
日
ご
ろ

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
お
客

様
へ
の
感
謝
と
魚
食
普
及
に

か
け
る
グ
ル
ー
プ
の
心
意
気

を
示
す
こ
と
」
と
話
し
て
い

ま
す
。
　 =

４
面
に
組
写
真=

　当日入荷したのは、前日に志津川湾などで水揚

げし活〆されたブランド銀ザケとフィレー約１.５㌧

です。会場では、銀ザケの握り

寿司やお造り、ケーキ寿司など

がメニュー提案されました。

　試食は、３日後の母の日に向

けた「銀ザケと旬の野菜を使った

手巻き寿司」と「みやぎサーモン

と元茎わかめドレッシングサラ

ダ」約２５０食分が来場者に振る

舞われ、大変好評を博しました。

　当日は、早朝から宮城県漁協の立花洋之常務理事

をはじめ５人が来場し「近年の気候変動で、海への

稚魚搬入が遅れたが連休明けか

ら本格的な水揚げが始まった。

これからどんどん脂がのってお

いしい銀ザケになってくる。ぜ

ひご家庭で召し上がっていただ

ければ」と取材に訪れた多くの

メディアにアピールしていただ

きました。養殖銀ザケの水揚げ

は７月中旬ごろまで続きます。

風薫る 杜の都に御神船

青葉まつりで躍動！ 仙水グループ
　
仙
水
グ
ル
ー
プ
・
仙
台
水
産
は
５
月
17
、
18
の
両
日
、
仙
台
市
内
の

中
心
市
街
地
で
開
か
れ
た
「
第
41
回
仙
台･

青
葉
ま
つ
り
」
に
「
御
神
船

山
鉾
」
と
出
陣
。
仙
水
グ
ル
ー
プ
の
躍
動
に
、
沿
道
を
埋
め
尽
く
し
た

大
観
衆
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
と
大
き
な
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

宮城産「養殖銀ザケ」本格入荷！
母の日に向け「手巻き寿司」を試食提案

　仙台水産は５月８日早朝、仙台あおば青果と宮城県漁業協同組合協賛のもと本格入荷を迎えた

「宮城産銀ザケ」とおすすめの野菜を使った母の日「手巻き寿司」試食提案会を共同で開きました。

▶
観
客
か
ら
拍
手
喝
采
を
浴
び
た
、
す
ず
め
踊

り
隊
を
従
え
た
「
御
神
船
山
鉾
」
巡
行
。
５･

18

▲鮮度抜群！本格入荷を迎えた宮城の「養殖銀サケ」



我が社に笑顔のこの人あり No.令和  年　 月

仙
台
水
産

加
工
食
品
部 

日
配
課

小
倉 

唯
斗 

さ
ん

　
早
く
も
入
社
し
て
１
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
新
入
社
員

も
配
属
に
な
り
、
教
え
な
が

ら
日
々
の
業
務
に
励
ん
で
い

ま
す
。
こ
こ
数
ヶ
月
、
残
業

過
多
な
の
で
気
を
付
け
ま
す
。

管
理
部 

課
長

工
藤 

美
里 

さ
ん

　
今
年
度
、
課
長
に
昇
格
。

一
層
気
を
引
き
締
め
業
務
に

励
ん
で
い
ま
す
。
笑
顔
溢
れ

る
明
る
い
職
場
に
し
て
い
け

る
よ
う
私
も
明
る
く
元
気
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
社
に
お
世
話
に
な
り
、

７
年
が
経
ち
ま
し
た
。
最
近

で
は
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
も

乗
れ
る
よ
う
に
な
り
、
県
外

に
も
行
き
ま
す
。
ケ
ガ
な
く

毎
日
仕
事
を
し
て
い
き
ま
す
。

運
輸
部

柳
橋 

真
由
子
さ
ん

　
こ
の
仕
事
を
始
め
て
10
ヶ

月
。
皆
さ
ん
優
し
い
人
達
ば

か
り
な
の
で
安
心
し
て
働
い

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
与
え

ら
れ
た
仕
事
を
黙
々
と
こ
な

し
健
康
第
一
に
頑
張
り
ま
す
。

業
務
部

　
水
産
業
を
担
う
一
員
と
し

て
、
何
か
貢
献
で
き
る
こ
と

を
探
す
毎
日
が
楽
し
い
と
感

じ
て
き
ま
し
た
。
安
全
で
新

鮮
な
水
産
物
を
届
け
る
た
め

に
日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
、
何
も
し
て
い

な
か
っ
た
な
ぁ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
長
く
続
け
ら
れ
る
よ

う
な
趣
味
を
持
ち
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
人
生
を

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

仙
台
丸
水
配
送

千
葉 

あ
け
み
さ
ん

秋
田
丸
魚

ダ
イ
ス
イ

製
造
部

運
輸
部

仙
台
丸
水
配
送

仙
水
セ
ン
タ
ー

氏
家 

颯
眞 

さ
ん

関
谷 

満
太 

さ
ん

147５７

そ
う  

ま

　
プ
ロ
テ
イ
ン
は
ボ
デ
ィ
ビ

ル
ダ
ー
や
日
頃
筋
ト
レ
を
し

て
い
る
人
が
飲
む
も
の
。
運

動
を
し
て
い
な
い
人
や
、
筋

ト
レ
を
し
て
い
な
い
人
は
飲

む
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
は
間
違
い
で
す
。
そ
も

そ
も
プ
ロ
テ
イ
ン
と
は
三
大

栄
養
素
の
中
の
タ
ン
パ
ク
質

を
指
し
ま
す
。
食
事
の
中
で
、

魚
介
類
や
肉
類
、
大
豆
類
な

ど
し
っ
か
り
と
摂
取
し
て
い

れ
ば
も
ち
ろ
ん
問
題
は
な
い

の
で
す
が
、
現
代
人
は
足
り

て
い
ま
せ
ん
。
タ
ン
パ
ク
質

が
不
足
す
る
と
、
筋
肉
量
が

落
ち
、
免
疫
力
低
下
、
女
性

に
と
っ
て
特
に
大
切
な
髪
、

肌
、
爪
に
影
響
が
出
ま
す
。

　
必
ず
し
も
プ
ロ
テ
イ
ン
を

飲
む
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
ボ
デ
ィ
ビ

ル
ダ
ー
や
筋
ト
レ
を
し
て
い

る
人
だ
け
が
飲
む
も
の
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
タ
ン
パ
ク
質
が
不
足
す
る

と
無
駄
に
お
腹
も
空
い
て
し

ま
う
の
で
す
。
朝
一
番
に
は

白
湯
を
飲
み
、
胃
腸
を
起
こ

し
た
後
で
プ
ロ
テ
イ
ン
を
摂

取
し
て
朝
食
を
食
べ
る
と
、

そ
の
日
一
日
無
駄
な
空
腹
感

や
何
か
食
べ
た
い
欲
が
減
り
、

食
欲
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
試

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
社
会

を
よ
り
よ
く
変
え
る
こ
と

を
表
す
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

が
、
何
ら
注
釈
な
く
語
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　
今
年
２
月
、
宮
城
県
の

村
井
嘉
浩
知
事
が
、
一
般

会
計
当
初
予
算
案
の
会
見

で
「
少
子
化
対
策
や
、
Ｄ
Ｘ

推
進
に
注
力
す
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
Ｄ
Ｘ(

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン)

は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
や
サ
ー

ビ
ス
を
変
革
す
る
動
き
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
Ｇ
Ｘ(

グ
リ
ー

ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン)

と
は
、
簡
単
に
言

う
と
、
化
石
燃
料
を
で
き

る
だ
け
使
わ
ず
、
ク
リ
ー

ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
て
い
く
た
め
の
変
革
や

そ
の
実
現
に
向
け
た
活
動

の
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
異
な
る
分
野

に
属
し
な
が
ら
も
、
実
は

相
互
に
関
連
し
合
っ
て
い

ま
す
。
Ｇ
Ｘ
の
目
標
達
成
に

は
Ｄ
Ｘ
が
不

可
欠
で
す
。

敢
え
て
デ
ラ

ッ
ク
ス
と
は

読
み
ま
せ
ん
。

ご
注
意
を
。

プ
ロ
テ
イ
ン
と
は
？

プ
ロ
テ
イ
ン
は
筋
ト
レ
を
し
て
い
る
人
だ
け
が
飲
む
も
の
？

実
は
健
康
や
美
容
な
ど
嬉
し
い
効
果
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

健
康
コ
ラ
ム
№
33

「
Ｄ
Ｘ
」、「
Ｇ
Ｘ
」
と
は
な
に
？

　
注
釈
な
く
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
Ｄ
Ｘ
」
と
「
Ｇ
Ｘ
」。
意
味
は
？

二
つ
の
違
い
は
？
　
　
　
　
　
　
【
参
照
：
経
済
産
業
省

広
報
室
】

用
語
コ
ラ
ム

№
７



　味が良いことからその名になり「庶民の魚」として全国から愛されてい

る「アジ」。九州ではアジフライ、房総半島ではなめろうが有名ですね。

刺身はもちろん、焼いて、煮て、蒸して、汁物など、どのように調理して

も通年でおいしい。仙台市場には、日本海で水揚げされたものが多く入荷

しています。栄養では、青魚らしくＤＨＡやＥＰＡをはじめ、カルシウム

の吸収を促進するビタミンＤ、骨ごと食べる小あじではカルシウムも多く

摂取できるため、子どもからお年寄りまで幅広く食べていただきたいお魚

です。フライや南蛮漬けなど、油や酢を使って臭みを消す調理法が特にお

すすめです！りらくでは豆板醤を使って一味違ったピリ辛レシピも紹介し

ています。ぜひチェックしてみてください。

令和　 年　  月 仙水グループ広報 御 神 船 第　　　号

　　

　　  ６月度メディア情報   《番組出演》 6/13㈮ 16:20 ～ミヤギテレビ ＯＨ！バンデス 「アジの旨アジ挟みフライ」

　　　　　　　　　　　　　　　  《雑誌掲載》 5/28㈬発行 情報誌りらく６月号 「旨辛！アジのピリ辛丼」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※詳しくは仙台水産営業企画部まで

仙台水産営業企画部･御簾納さん担当

の「魚知 ( うぉっち )」。５月号は「銀ザケ

を食べよう」。宮城県は養殖銀ザケの

生産量が全国１位。エサの改良を重ね、

肉厚でおいしく、脂の旨みがたっぷり

の高品質な魚として知られています。

レシピは、季節の急な暑さに打ち勝つ

「銀ザケとナスの旨味だれ炒め」です。

　仙水グループは５月１６日、仙台水産大会議室で東北農政局より講師を

招いて「仙水グループ食品表示研修会」を開きました。会には、グループ

各社のＷＥＢ視聴を含め約１２０人が受講しました。

　冒頭、仙台水産の本田社長は「食品表示は、消費者の皆様にとって唯一

の情報源であり大変重要な情報であることをしっかり学び、安全・安心な

商品供給に努めてまいりたい」とあいさつしました。

　講師は、消費・安全部より米穀流通・商品表示監視課の木村禎宏課長、

垂石憲行係長のお二人。

食品表示法の目的と基本

理念、食品表示基準の策

定、水産物の適正表示と

見過ごされがちな不適正

表示、食品表示法に基づ

く措置の実績などについ

て分かりやすく講義され、

大所高所からの知見を参

加者に賜りました。

　５月９日(第２金曜)ミヤギテレビの

人気情報番組「OH!バンデス」の「ムッシュ

のおさかな道場」。養殖銀ザケ発祥の地

は宮城県の志津川湾。リアス式海岸に

囲まれた三陸は波が穏やかで養殖に向

いています。今回の料理は「銀ザケ」を

使った、色鮮やかでふわっトロッとし

た「チーズ入りシュウマイ」。ふんわり

食感、フライパン一つで作れます。

　ご存じですか？「カスタマーハラスメント ( カスハラ )」。近年、

深刻化している顧客からの過剰・不当なクレームのことです。当室

は様々なハラスメント(セクハラやパワハラ、マタハラ、カスハラ等 )

の悩み相談の窓口に指定されています。お気軽に活用(電話 )を！

　グループの皆さんにはハラスメントに限らず、会社や普段の生活

での悩みや問題など「よろず相談」も受けます。

　秘密は守ります。下記の電話番号を「CSR 後藤」

名で登録しておいてください。良い解決方法が

ないのか一緒に検討します。電話 ��������������

ハラスメント (セクハラ、 パワハラ、 マタハラ、 カスハラ等) 一人で悩んでいませんか？

窓口⇒ＣＳＲ本部コンプライアンス推進室 ����������������に早めの相談を！

５ 233７

▲旨み成分がたっぷり！アジの刺身

▲たれ染みる 銀ザケとナス 初夏の味

 ▲講師(奥の二人)の話を熱心に聞く参加者
▲みやぎの銀ザケをフライパンでシュウマイに

無理難題なクレーム‥
「カスハラ」

今月の旬のお魚

ア ジ
№74

りらく/銀ザケを食べよう

「適正な食品表示」テーマにグループ研修会ムッシュのおさかな道場

　　
　　  

コンプライアンス推進室から　№60
ＣＳＲ本部 コンプライアンス推進室の活用について

職場や私生活の悩みなど「よろず相談」もお気軽に



令和　  年　  月 仙水グループ広報 御 神 船 第　　　号

朝からあいにくの雨。「雨雲を吹き飛ば

せ！」とばかりに踊り手が元気に演舞！

青葉まつり 宵まつり 仙水グループが躍動！仙台 青葉まつり 本まつり

▲藤崎本館前の「御神船山鉾」前で、元気に明るく、軽快な舞いを披露した

▲三越前で大観衆を前に停止演技

▲山鉾に乗船する殿上人と七福神ら

▲笛と太鼓、鐘のお囃子隊19人が盛り上げた

▲引き手の 83 人が山鉾巡行を盛り上げた

▲本まつり山鉾巡行の出陣前、「御神船山鉾」前で記念写真▲あいにくの雨、合羽を着ての移動となった

▲笑顔が素敵、華やかさに拍手が送られた

▲明るく元気に軽快な舞いを披露したすずめ踊り

▲宵まつり･流し踊り前の集合写真(定禅寺通り)

▲舞台踊りの決めポーズに感嘆の声が上がった

233７ ５


